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第24期 第33回 北広島市農業委員会総会議事録 

 

令和5年3月24日（金）16時00分、第33回北広島市農業委員会総会を北広島市役所5階議場に

招集する。 

 

１  議事日程 

日程第1  議事録署名委員の指名 

日程第2  会期の決定 

日程第3  報告第1号  現況証明願による専決処分について 

日程第4  報告第2号  賃貸借の合意解約について 

日程第5   議案第1号  農地法第3条の規定による許可申請について 

日程第6  議案第2号  農用地利用集積計画の決定について 

日程第7  議案第3号  令和5年度最適化活動の目標（案）について 

日程第8   その他 諸報告 

 

２ 応招委員  1番 茶木 義行 委員  2番 宮北 輝 委員  3番 佐藤 芳之介 委員 

２ 応招委員  4番 佐々木 珠惠 委員 5番 安宅 一夫 委員 6番 塚本 能信 委員 

２ 応招委員  7番 三戸  修 委員 

 

３ 農地利用最適化推進委員出席者  阿部 知博 委員 田村 智幸 委員 坂本 勝則 委員 

山田 智美 委員 森越 信幸 委員 

 

４ 事務局出席者  事務局長 及川 浩司  事務局次長 山田 孝博  主査 武山 伍織 

主査 石川 正人    主事 伊藤 雄真     主事 上野 礼 

４ 事務局出席者   

 

（開会宣言  16時00分） 
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＜日程第1：「議事録署名委員の指名」＞ 

日程第1、「議事録署名委員の指名」を行います。本日の署名委員として総会規則第13条

の規定により1番 茶木委員、2番 宮北委員、以上2名を指名いたします。 

 

＜日程第2：「会期の決定」＞ 

日程第2、「会期の決定について」お諮りいたします。本会議の会期は、令和5年3月24

日、本日1日と決したいと思います。ご異議ございませんか。 

（「異議なし。」の声） 

ご異議なしと認めます。会期は本日1日と決しました｡ 

 

＜日程第3：報告第1号「現況証明願による専決処分について」＞ 

報告第1号「現況証明願による専決処分について」を議題といたします。事務局から、報

告案件の朗読をお願いいたします。 

（報告案件朗読） 

報告案件の朗読が終わりました。これより質疑を行います。 

（「質疑なし。」の声） 

 質疑なしと認めます。報告第 1 号は、報告のとおり承認することにご異議ございません

か。 

（「異議なし。」の声） 

ご異議なしと認めます。報告第1号は、報告のとおり承認することに決しました。 

 

＜日程第4：報告第2号「賃貸借の合意解約について」＞ 

報告第2号「賃貸借の合意解約について」を議題といたします。事務局から、報告案件の

朗読をお願いいたします。 

（報告案件朗読） 

報告案件の朗読が終わりました。これより質疑を行います。 

（「質疑なし。」の声） 

 質疑なしと認めます。報告第 2 号は、報告のとおり承認することにご異議ございません

か。 

（「異議なし。」の声） 

ご異議なしと認めます。報告第2号は、報告のとおり承認することに決しました。 

 

＜日程第5：議案第1号「農地法第3条の規定による許可申請について」＞ 

議案第1号「農地法第3条の規定による許可申請について」を議題といたします。事務局

から、議案の朗読をお願いいたします。 

（議案朗読） 

 議案の朗読が終わりました。事務局から補足説明を求められておりますので、これを許し

ます。 

 補足説明いたします。根拠法令参考資料の2ページ目をご覧ください。農地法第3条の規

定による許可申請についての根拠法令を載せております。通常の農地法第3条の規定での許

可申請の場合につきましては、許可か否かをこの総会でご審議いただき決定いたします。た

だ、今回の農地法第3条の規定による許可申請については、農地法第3条第3項に基づく申

請となっております。まず、農地につきましては、農業者または農地所有適格法人でなけれ

ば農地の所有・賃借権の権利の設定等ができないということでございますが、農地法第3条

第3項各号全てを満たし、また、第2項の2号、4号以外の不許可要件に抵触しない場合は、

一般法人による農業参入ができるという規定でございます。平成 21 年の農地法の改正に伴

いまして、一般法人の参入が認められております。北広島市につきましては、平成 23 年に

一度許可を得て一般法人の参入がされているところでございますが、そちらの法人につきま

しては、平成25年に合意解約で撤退しております。農地法第3条第3項につきましては、
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議 長 

通常の農地法3条と異なり売買ができません。売買はできませんが、使用貸借または賃借権

の権利設定において、全ての要件を満たせば許可できるというものでございます。 

3項の説明をさせていただきます。記載のとおりでございますが、第1号につきましては

使用貸借または賃貸借において農地の適切な管理をされていない場合には、解除をするとい

う条件をつけなければならないというものでございます。第2号につきましては、地域にお

きまして適切な役割分担・連携・協力をしながら農業等に取り組むことが見込まれなければ

ならないということ、第3号につきましては、法人の役員または重要な使用人が必ず農業従

事しなければならないというものでございます。こちらの3項1号、2号、3号の要件を全

て満たし、農地法第3条第2項の不許可要件の2号と4号を除く1号、3号、5号、6号、7

号のこれらに抵触していないことが前提となっております。また、議案の朗読もいたしまし

たが、許可か否かが農地法第3条の通常でございますが、今回は許可相当か否かということ

で決定を求めるものでございます。こちらが農地法第3条の第4項でございます。農地法第

3条第4項に基づき許可を求める場合には、あらかじめ北広島市長に通知をするものという

ことでございます。その上で、北広島市長が意見を述べることができますので、意見がない

場合には今回の農業委員会の総会で許可相当と判断をいただいたものにつきましては、この

まま許可として専決処分したいということで本総会に上程しているところでございます。こ

の後現地調査及び申請者からの聞き取り調査結果を地区担当委員から報告もいただきます

が、それらを踏まえて皆さまからご質問や討論をよろしくお願いいたします。以上です。 

この案件につきましては、地区担当委員による現地調査が実施されていますので、阿部委

員より調査結果の報告をお願いいたします。 

 農地法第3条許可申請による現地調査及び聞き取り調査を茶木委員、佐々木委員、私の3

名で実施しましたので、結果についてご報告いたします。 

番号1、貸主 ○○○○○氏 借主 ○○○○○○○○○による申請ですが、積雪期の為

書面にて現地の確認を行い、借主及び関係者から聞き取りを行いました。今後の営農につい

ての確認を行い、借主である○○○○○○○○○は、自社事業での使用と観光農園を目的と

した営農形態になることを聞き取り、申請地を計画通り耕作できることを確認いたしまし

た。また、農地法第3条第3項の要件をすべて満たし、農地法第3条第2項の不許可要件に

は該当しないことを確認しております。以上、現地調査結果報告といたします。 

ご苦労様でした。これより質疑を行います。 

（「質疑なし。」の声） 

質疑なしと認めます。それでは、委員間討議を行いますので、暫時休憩といたします。 

（暫時休憩） 

それでは休憩を解き、再開いたします。本申請の取扱いについていかがいたしますか。安

宅委員どうぞ。 

阿部委員からの報告や、事務局から提供を受けた情報を踏まえ、根拠法令である農地法第

3条第3項各号を全て満たし、また、農地法第3条第2項各号に規定されている不許可要件

に抵触していないと判断されますので、不許可とすることは難しいと思われます。 

ただいま、安宅委員から発言があり、農地法上の許可要件を満たし、また、不許可要件に

抵触していない案件につきましては不許可にすることは難しいと発言がありましたが、ほか

にございませんか。 

（「意見なし。」の声） 

議案第1号は許可相当とし、北広島市長へ通知を行い、意見がない場合は会長専決により

許可することにご異議ございませんか。 

（「異議なし。」の声） 

異議なしと認めます。議案第1号は許可相当とし、北広島市へ通知を行い、意見がない場

合は会長専決により許可することに決定いたしました。 

 

＜日程第6：議案第2号「農用地利用集積計画の決定について」＞ 

議案第2号「農用地利用集積計画の決定について」を議題といたします。事務局から、議
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案の朗読をお願いいたします。 

（議案朗読） 

議案の朗読が終わりました。番号1から番号6につきましては、茶木委員が議事参与の制

限の対象となりますので、退席願います。暫時休憩いたします。 

（茶木委員退席） 

それでは休憩を解き再開いたします。質疑ございませんか。 

（「質疑なし。」の声） 

質疑なしと認めます。番号1から番号6は、提案のとおり決することにご異議ございませ

んか。 

（「異議なし。」の声） 

ご異議なしと認めます。番号1から番号6は、提案のとおり決定いたしました。ここで茶

木委員の除斥を解きます。暫時休憩いたします。 

（茶木委員着席） 

それでは休憩を解き再開いたします。番号7から番号8につきましては、塚本委員が議事

参与の制限の対象となりますので、退席願います。暫時休憩いたします。 

（塚本委員退席） 

それでは休憩を解き再開いたします。質疑ございませんか。 

（「質疑なし。」の声） 

質疑なしと認めます。番号7から番号8は、提案のとおり決することにご異議ございませ

んか。 

（「異議なし。」の声） 

ご異議なしと認めます。番号7から番号8は、提案のとおり決定いたしました。ここで塚

本委員の除斥を解きます。暫時休憩いたします。 

（塚本委員着席） 

それでは休憩を解き再開いたします。これより番号9から番号34について質疑を行いま

す。質疑ございませんか。番号31から番号34について、事務局より補足説明をお願いいた

します。 

番号31から番号34について補足説明をさせて頂きます。番号31、番号32でございます

が、借主が○○○にお住まいの○○○○という方でございます。○○○で農業をされていま

すが、北海道に新規参入したいという契約でございます。令和5年3月に○○地区の調整会

議をかけており、○○○では主にさつまいもを作付しています。○○○で認定農業者となっ

ており、約 18ha 耕作している方でございます。形態としては個人で借りる形となっており

ますが、法人化も検討しているところもございまして、従業員などもいる状況であります。

今回、リスク回避などもございまして北海道に新規参入したいという相談があったところで

ございます。 

番号 31 につきまして、貸主が○○○○○○で去年まで牧草で維持管理していたところで

ございますが、元々地力が弱く規模縮小をしたいというご意向もあり、中々借り手が見つか

らない状況で○○○の○○○○から申請があがり、調整会議の中でも了承を頂いたところで

ございます。 

番号 32 でございますが、貸主が○○○の○○○○という方で、過去に○○の○○○○○

○が作られていたところでございますが、○○○○○○が亡くなり1年間遊休農地となった

ところで、農業委員会から指導の文書を送付しておりました。こちらにつきましては、令和

4年6月に○○地区の調整会議にかけておりまして、この農地の向いの○○○○が牧草で使

うというところまで調整しておりましたが、所有者から牧草はやめてほしいというご意向が

ございまして破談となり、遊休農地となってしまった経緯がございます。その上で、○○○

○が北海道に新規参入してやりたいというところで、○○○○と調整をしたところ合意した

次第でございます。ただ、○○○○の土地が傾斜地となっており、また1年間遊休農地で放

置されてしまったという経緯がありますので、双方の話し合いの中で2年間の使用貸借とし

て権利設定をした上で、さつまいもを作付できるよう調整していきたいという内容になって
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おります。2年経ったあとに賃貸借で再契約をしたいという双方の合意を得られたところで

ございます。これが番号31、番号32の説明でございます。 

続きまして、番号 33 でございます。所有者が○○○にお住まいの○○○○、借主が○○

○の○○○○でございます。場所につきましては、○○○○○○○○○○○○○○の隣の土

地でございます。皆さんもご存じかと思いますが、相当年数遊休農地で放置されている土地

でございます。借主の○○○○は○○○で認定農業者として約 30ha 営農しており、主に大

豆・麦を作付しています。○○○の中で借りる、もしくは買う農地がないということで、近

隣の市町村にも農地を求めて事務局に相談に来たという経緯でございます。検討していく中

で、○○○○が所有している農地を改善しながらできるのではないかという見通しを持ちま

して、今回契約という内容でございます。先ほどの番号 32 と同じでございますが、相当年

数遊休農地として放置されていたという経緯もございますので、3年間使用貸借として契約

をし、作物を作れるよう整備していき、4年目以降で賃貸借契約をするということで双方の

合意を得られたところでございます。 

最後に番号 34 でございます。貸主が○○○の○○○○、借主が○○○の○○○○○○で

ございます。ページが戻りますが、番号 29 の○○○○が所有している○○○○○○、○○

○○○、○○○をそれぞれ2つに分けて貸していたというものでございます。半分の土地に

ついては、番号29の○○○○○○が○○○○のご意向により1年契約で借りているという

現状でございます。今回の番号34につきましては、令和3年度まで○○○の○○○○がデ

ントコーンで借りていたところでございます。令和4年の契約更新の際に事務局より通知を

しておりましたが、借りないという意向を確認しました。借り手が中々見つからず雑草も生

えてしまっており、隣で借りている○○○○○○にも相談をしましたが、雑草や土地の状態

から対応ができないというところで困っていたところ、○○○○とお話しした際に、整備を

させてもらった上で作ることはできるということでお話しを頂きました。○○○○と○○○

○の双方で1年間の使用貸借で契約を結びまして、今年1年は整備したいということでござ

います。来年については、1年契約でございますので契約更新をする、しないもございます

が、場合によっては賃貸借で契約をし、整備の状況が悪ければ、1年使用貸借で整備をさせ

て頂きたいということです。2 年目、3 年目に賃貸借になるという可能性はあります。まず

1年目は整備ということで使用貸借で双方の合意を得られたところでございます。以上です。 

補足説明が終わりました。何か質疑ございませんか。茶木委員どうぞ。 

番号32から番号34についてですが、使用貸借で畑で使えるようになるまで整備して作付

ということだと思いますが、例えば今年作付できたとして収穫できたとしたら、その時点で

賃貸借になるのでしょうか。 

あくまでも契約上での話ですが、番号32、番号33では2年、3年の使用貸借となってお

り、その間での収益があった場合でも 2 年目以降に収益を上げれそうな準備が整っていれ

ば、場合によっては一度解約をして賃貸借契約を検討しているところでございます。番号34

については、単年契約ですのでその都度判断という形になります。以上です。 

ほかに何かございませんか。塚本委員どうぞ。 

番号33についてですが、右側は全部○○○○○○○○○○○○ですか。 

はい、そうです。 

それから、以前○○○○が借りていたところは全て落ち着きましたか。 

○○○の○○○○の関係ですが、昨年○○○○が亡くなり借りていたところは全て解約し

た経緯がございます。今年1月に○○○、○○○地区の調整会議を開かせて頂きまして、関

係機関、関係団体が集まり農業者の方に調整させて頂きまして、○○○○が解約した土地に

つきましては、全て借り手が決まったところでございます。以上です。 

ほかに何かございませんか。 

（「質疑なし。」の声） 

質疑なしと認めます。番号9から番号34については、提案のとおり決定することにご異

議ございませんか。 

（「異議なし。」の声） 
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ご異議なしと認めます。番号9から番号34については、提案のとおり決定いたしました。

以上で議案第2号は、すべて提案のとおり決定いたしました。 

 

＜日程第7：議案第3号「令和5年度最適化活動の目標（案）について」＞ 

議案第3号「令和5年度最適化活動の目標（案）について」を議題といたします。事務局

から、議案の朗読をお願いいたします。 

（議案朗読） 

 議案の朗読が終わりました。事務局から補足説明を求められておりますので、これを許し

ます。 

補足説明いたします。先月の農業委員会総会で上程し、決定を頂いた最適化の推進に関す

る指針についてですが、まずこちらの修正をさせて頂きたくご説明をさせて頂きます。1枚

目の指針に関しまして、第2の具体的な目標と推進方法について、遊休農地の解消目標とい

う記載があるところでございます。こちらの目標の管内の農地面積を当初1,930haとしてお

りましたが、1,940haと修正させて頂いております。続きまして2ページ目の担い手への農

地利用集積集約化についてでございますが、北広島市の農地の集積率を示しているところで

ございますが、目標案を設定する際に整理をしたところ、集積率の計算であったり数字に一

部誤りがあり、改めて精査したところでございます。当初の集積率より少し下がりまして、

令和4 年3月集積率が61.5％に修正をさせて頂きたいと思います。また目標につきまして

も管内の農地面積は1,940ha とし、また集積面積の目標も1,244haで集積率64.1％と修正

させて頂きたいと思います。以上が指針の修正のご報告でございます。この修正を基に議案

第3号についてでございます。 

令和5年度最適化活動の目標の設定ということで、別紙1をご覧ください。こちらにつき

ましては、令和4年度から最適化活動の目標を設定しております。令和3年度以前は農業委

員会等の目標ということで取り組んでいたところでございます。今回、令和5年度の最適化

活動の目標について令和 5 年 4 月からこの目標に沿って皆さまに活動して頂くということ

でございますので、令和5年3月の総会までに目標を設定する指導があったところでござい

ます。大まかに説明していきます。1 枚目の 1. 農業委員会の状況ということで、基本的に
は昨年設定していた目標と変わりません。2. 農家・農地等の概要につきましては、農林業
センサス等から記載をするというものでございます。また耕地面積につきましても、北海道

で統計しております耕地及び作付面積統計の転記をしているところでございます。2枚目で

ございます。最適化活動の目標ということで、先ほど修正をさせて頂きました指針から転記

したところでございますが、管内の農地面積は 1,940ha でこれまでの集積面積は 1,224ha

で、4月1日現在で、63.1％という集積率になっております。こちらにつきまして②農地の

集積の目標年度の令和12年度集積率が95％でございますが、こちらにつきましては農林水

産省からの通知がありまして、最適化の指針で定める集積目標が 80％未満の市町村につき

ましては、都道府県の集積目標の年度やパーセンテージを入れなさいというものでありま

す。北広島市については、80％未満の集積目標ということでございますので、北海道で定め

る令和12年度までに集積率95％を転記しなければならないというところで目標を設定して

おります。ただ、北広島市につきましては今年度は新規集積を20haを目標とし、令和5年

度末の集積目標でございますが 1,244ha で集積率は 64.1％を目指すという目標でございま

す。またその下の（2）遊休農地の解消につきましては、直近の利用状況調査により判明した

遊休農地の状況ですが、令和4年度の農地パトロールで確認した遊休農地の面積を記載して

いるところでございます。ただ②の目標につきまして、アの a・b につきましては国の様式

の中で令和 3 年度の利用状況調査における遊休農地の面積や解消目標を記載することとな

っているので、あくまでも令和3年度、現状につきましては令和4年度となっております。

3枚目でございます。新規参入の促進ということで、令和元年度、令和2年度、令和3年度

の新規参入の件数や面積を載せています。②の目標でございますが、権利移動のあった面積

令和元年、令和2年、令和3年の平均ですが、この3ヶ年の平均が271haでございまして、

その1割以上を新規参入者への貸付等となりまして、同意を得た上で公表する農地の面積を
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しているところであります。この27.1haの根拠は、3ヶ年平均の271haの1割以上を記載

するものでございます。2.最適化活動の活動目標でございます。北広島市におきましては、

最適化活動を主として行うのは、推進委員ということで活動しているところでございます。

令和4年度につきましては、一人当たりの活動日数は3日というところで目標を作っており

ましたが、国から通知がございまして、1年間の活動記録の平均が活動日数を超えている場

合は平均日数以上にすることと出ております。見込みではありますが、3日を超える日数が

あるということで、月 4 日以上活動することとさせて頂いております。最後に（3）新規参

入相談会への参加目標ですが、1回は活動参加することとなっておりまして、令和4年度に

つきましてはタイミングが合わず参加できなかったというところでございます。令和5年度

につきましては、推進委員にお声がけをさせて頂きまして、事務局も随行しながら就農フェ

アなどに参加し、他の市町村はどんな取り組みをしているのか情報共有ができればと思って

おります。これらの目標を農業委員会の総会で決定頂きまして、その後北海道農業会議に案

を送り指導等がなければ公表いたします。指導等があれば修正し、公表報告と対応させて頂

ければと思います。よろしくお願いいたします。以上です。 

補足説明が終わりました。これより質疑を行います。質疑ございませんか。 

（「質疑なし。」の声） 

質疑なしと認めます。議案第3号は、提案のとおり決することにご異議ございませんか。 

（「異議なし。」の声） 

ご異議なしと認めます。議案第3号は、提案のとおり決定いたしました。 

 

＜日程第8：「その他、諸報告について」＞ 

 諸報告を行います。事務局から発言を求められておりますので、これを許します。 

それでは、諸報告を行います。1点目、次回の第34回農業委員会総会につきましては、令和

5年4月27日木曜日、午後1時30分から北広島市役所5階議場で予定をしております。2

点目、会長と事務局の動静報告についてでございます。2 月・3 月につきましては記載のと

おりでございます。4月13日木曜日、石狩地方農業委員会連合会定期総会には会長・局長・

次長が出席する予定となっております。同日、令和5年度地区別農業委員会会長・事務局長

会議に会長・局長の参加予定となっております。25日火曜日北海道農業会議第1回常設審議

委員会が行われます。こちらには会長に出席して頂く予定です。27日は第34回農業委員会

総会を開催いたします。総会後に令和5年度北広島市農業委員会委員協議会総会が開催され

ます。3点目でございます。次回の現地調査委員会の日程についてでございますが、次回の

現地調査委員につきましては、11月の第29回農業委員会総会において決定しておりまして、

茶木委員、安宅委員、塚本委員の3名、調査補充委員として三戸委員につきまして既にご指

名済みでございます。現地調査日の案といたしましては、4月17日月曜日午前9時00分と

しておりますがご都合はいかがでしょうか。よろしくお願いいたします。4点目、5点目、6

点目につきましては事務局より説明させます。 

 昨年、農地法等の改正がございまして農地法の下限面積要件の撤廃が4月から行われると

ころでございます。農地法第3条の不許可要件の中に2haという下限面積要件があったとこ

ろでございますが、国としては農業参入を妨げるものではないという見解をいたしまして、

4月1日から下限面積要件を撤廃するとしております。下限面積要件が撤廃されますが、そ

の他の許可・不許可要件について緩和されるものではございませんので、2haを下回る許可

申請があった場合は、農業従事日数150日や全部効率要件、地域調和要件その他の要件を皆

さまにご審議頂ければと思います。 

 続きまして、北広島市土地開発公社役員の就任においてでございます。現在、茶木委員が

北広島市土地開発公社の理事を務めていただいております。こちらにつきましては、任期が

2 年間となってございまして、今月3 月31日をもって任期が終了となります。北広島市土

地開発公社より、引き続き茶木委員に理事として就任していただけないかと依頼がございま

したので、茶木委員にも確認し、同意を得られましたので、茶木委員が土地開発公社の理事

として、再度就任するということをご報告させていただきます。 
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議 長 

最後になりますが、来年度の農業委員会総会の日程表をお配りしました。4月27日の総会

後に推進委員の面接を行いたいと思います。推進委員の推薦または立候補をされている方に

つきましては、今回から面接を行いますのでご対応のほどよろしくお願いいたします。また、

推進委員の面接官は農業委員となっております。お忙しい時期で申し訳ありませんが、よろ

しくお願いいたします。以上です。 

委員の皆様から何かございませんか。それでは以上をもちまして第 33 回北広島市農業委

員会総会を閉会といたします。ご苦労様でした。 

 

  



- 9 - 
 

 

 

 

（閉会宣言  17 時 30 分） 
 
 
 以上、総会議事を記録し、正確を期するためここに署名する。 
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